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筆者らが取り組んでいる携帯電話への動画配信ンステムを用レ､た携帯電話のための学習システムの構築

述べる．構築システムはストリーミングによる携帯電話への動画コンテンツの配信を可能とし，放送大学

ている放送教材,補助教材の配信のほか,印刷教材からの利用や携帯電話上での学習チェ ツクを実現する

隙間時間でも利用できるように提供するユンテンツを工夫し,-携帯電話で学習しやす、 ､環境を構築するこ

す．本稿では構築を進めているシステムとその実験的に作成したコンデンツにづいて述べる

－ドシステム開発，モバイル学習，すきま学習，携帯電話動画配信,"シームレス
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1．はじめに

近年，モバイル端末への動画配信を実現するPodcast

やYouTubeといったツールが登場し,PCだけでなく

モバイルヘの動画配信が容易になりつつある．このよ

うな中で，大学等の高等教育においても,iUNivrn,

iTunesU[2],YouTubeEDU[3],京都大学モバイル講

義視聴システム[4],KEIOOCWforiPhone[5]といった

講義映像といった学習コンテンツをモバイルに対して

公開し，学習に役立てようとする動きもいくつかある．

放送大学での学習コンテンツ配信の取り組みとし

ては，テレビ放送やラジオ放送で提供される放送教材

のストリーミング配信[6-8]が実験的に実施されてお

り，モバイルでの学習コンテンツの提供についても準

備を進めている．

モバイル端末での配信方式は,iPodなどへのPodcast

やiPhone/Androidといったスマートフォン，ガラケー

と呼ばれる3G携帯電話など様々な携帯があり，それ

ぞれ映像コンテンツの配信方式が異なっており，同一

システムですべてに対応させることは困難と判断した‘

このことから，今回の開発では利用者が多いと予想さ

れる3G携帯電話（以下，携帯電話）への映像コンテ

ンツの配信を実現し，その映像コンテンツによって携

帯電話上での学習を実現することとした．

放送大学が持つコンテンツには，放送教材，印刷教

材，補助教材の3種類が存在する．放送教材はテレビ

放送やラジオ放送といった講師が説明する教材であり，

印刷教材は科目内容を説明した冊子のことiである．補

助教材はWebページや映像コンテンツ,e-Learningコ

ースがある．

本開発では，放送大学が学生に提供する映像コンテ

ンツの配信を実現し，携帯電話での学習を可能とする

ためのシステムの構築を行う．システムの開発では，

.以下の実現を目的としている．
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再生画面

図2映像への静止画の埋め込みと切り替え

図1映像コンテンツヘのアクセス

すぐ提示することを目的とした支援機能を映像配信シ

ステムに追加する，追加する機能は，テロップ機能，

映像と静止画の切り替え機能，バナーによるリンク先

へのジャンプ機能の3つである．

テロップ機能は，再生中の映像に対して指定された

時間に音声や説明を表示する機能である．聞き取りに

くい音声や講義内容の補足を目的として利用する．

映像と静止画の切り替え機能は，黒板やスライドを

使った授業では見にくい場合への支援機能である．オ

ーサリング時に，映像に説明の静止画を埋め込んでお

き，携帯電話上で再生するときに切り替えが行える機

能を実現する（図2）．

バナーによるリンク先へのジャンプ機能は，学習者

が映像に埋め込まれたバナーの操作によって映像の再

生中に関連するサイトへの移動を実現する（図3）．こ’

のことで，解説ページや確認テストといった学習に関

連するサイトへの移動を実現する

再生された映像によって学習した内容を確認する

ために，映像の再生後に確認テストを追加できる．今

回は，確認テストをリアルタイム評価支援システム

REAS[9]にて制作して用いる．

（1）携帯電話での放送教材による学習

（2）補助教材による学習

（3）印刷教材と連動した利用

（4）学習チェック

（5）隙間時間でも利用できるコンテンツの提供

本稿では，構築を進めている映像コンテンツの配信

による携帯電話のための学習システムについて述べる。

2.携帯電話への放送教材の配信

2.1.映像配信システムの概要

携帯電話への映像配信は，ギャリアの通信制限があ

ることから，長時間の映像に対応することが困難であ

る．このことから，一般的な動画形式ではなく，長時

間の映像やライブ映像の配信のために独自に開発され

た携帯電話用の映像配信エンジンを導入し，ストリー

ミングによる配信を行うこととした．導入した映像配

信エンジンでは，サーバから配信されるコンテンツを

iアプリ(Do℃0M0),S!アプリ(Softbank),FlashLite(au)
といったケータイアプリを使ってそれぞれの端末上で

再生を行う.FlashLiteを使って再生を行うauは，簡
易的な動画再生にのみ対応している．

携帯電話から映像コンテンツヘのアクセスは，図1
のように行う．映像コンテンツを配信するサーバにコ

ンテンツを登録（図1(1))し，配信する映像をチャネ

ルページとして作成してサーバに登録する（図1(2))．
そして，映像を見たい携帯電話でチャネルページにア

クセスして再生に必要となるケータイアプリをダウン

ロードして携帯電話にインストールした後，映像コン
テンツを選択して再生を行う．

解説ページ 確認テスト
■■■I■■l…’
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2.2.携帯電話での再生支援
携帯電話は画面が小さいことから，映像をわかりや

時間凋

図3バナーによるリンク先へのジャンプミ
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(d)Webに置かれたQRコード 映像コンテンツ

図4映像コンテンツヘのアクセス

2.3.映像コンテンツの利用
映像コンテンツは，チャネルページのほか映像コン

テンツヘの直リンク,QRコードの読み取りによる利

用が行える．このため，図4のようにケータイサイト，

QRコードを使うことで印刷教材やPC上でのホームベ
ージ閲覧をきっかけとして再生が行える．

3.コンテンツの制作

3.1.放送教材の配信

本システムで配信するコンテンツを既にインター

ネットで配信されているコンテンツを用いて作成した

用いたコンテンツはコンピュータのしくみ('08)であ

る，

邸､軌S唖穴0ざ

コンテンツの作成では泡放送教材ほ1回の放送が約

45分となっており，そのままコンテンツとして用いて

も隙間時間での学習にはなじまない.，このため,．隙間
時間でも利用しやすいものとなることと,-学習者が必

要となる単元をすぐに探して学習できることを目的と

して，コンテンツを学習の単元ごとに区切るなどの編

集を行い，掲載している．『て13．卸二二-そ

学習の単元ごとで区切ることで，印刷教材の該当す

る説明ページと映像とのリンクも容易になった．この

ことを利用し，特定のページにQRコードを張り’印

刷教材とリンクが実現する．

3.2.看護国家試験対策コンテンツの配信

放送大学の学生のための補助教材提供として，看護

師国家試験受験に向けたミニレクチャーの映像コンテ

ンツを，開発システムにより提供した．映像コンテン

ツは3分程度のものが3つであり，講師がスライドを

用いて看護国家試験受験について説明するものである

、携帯電話への配信のために準備した映像の画像サ

イズは，240×164，320×216,480×324の3種類を用

意した．開発したシステムは最大480×360の映像の配

信に対応しているが，携帯電話端末により再生可能と

なる画像サイズのコンテ.ンツが異なるためである．

用意した3種類の映像の切り替えは，携帯電話がチ

ャネルページにアクセスした際に行い，一覧にほ再生

できるコンテンツのみが表示される．

映像を再生する上でのフレームレートは，動きが少

ないコンテンツであること，スライドの文字の品質を

…
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図5配信コンテンツに含まれるスライドの縦表示（上）と横表示（下）
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上げることを目的として5fpsとした．それぞれの画像

サイズの文字の表示を図5に示す．

4.おわりに

本稿では，映像コンテンツの配信による学習システ

ムの開発とコンテンツについて述べた．本システムを

学生に利用してもらい，その有効'性について検討を重
ねる予定である．
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